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「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 1）」

八 木 祐 子

本稿は、筆者が2018年に調査をおこなった婚姻儀礼のさいに収集した民俗歌謡の事例報告であ

る。筆者は、これまで、北インドの儀礼や民俗歌謡に関して、様々な論文を発表してきた。近年で

は、アザムガル県の婚姻儀礼について、1989年の民俗歌謡を中心に経済自由化が進んだ2002年以降

の民謡についても紹介した［八木 2015］。だが、これまでは、短期間のフィールド・ワークに留ま

っていたため、婚姻儀礼における民俗歌謡の全体像については調査できなかった。2018年 2 月に、

花嫁側の婚姻儀礼についてひととおり参与観察し、そのさいの民俗歌謡も録音し収集できる機会があ

ったので、その内容について数回に分けて報告したい。

まず、調査地域の概要について述べておきたい。筆者が1983年からフィールド・ワークをおこな

ってきた地域は、北インド、ウッタル・プラデーシュ（Uttar Prade ásh）州東部のアザムガル

（Azamgarh）県にある。ヒンドゥー教の聖地、ワーラーナシー（V šar šanasšƒ）から、北に100キロほど

いったところにあり、ボージプリー（Bhojipuršƒ）というヒンディー語の東部方言を話す地域に属し

ている。ボージプリー語圏は、本論でとりあげる婚姻儀礼だけでなく、季節の歌や労働の歌、出産儀

礼にうたう歌など、様々な民俗歌謡がうたわれる地域として知られている［八木 1990a］。主要な産

業は農業で、コメ、コムギ、マメ類をつくり、サトウキビからつくった黒砂糖を市場で売って、現金

収入を得ている。主に調査をおこなってきた S 村の村民は、すべてヒンドゥー教徒であり、牛飼い

や牛乳販売などを伝統的な職業とするヤーダブ（Y šadav）と、皮革処理をおこなうチャマール

（Cham šar）が多くを占めている。現在では、いずれも農業労働に従事しているものがほとんどであ

る。ヤーダブは、この地域で、近年、社会・経済的に主要な地位を占めている。本論では、ヤーダブ

の婚姻儀礼のさいに、女性たちがうたう民俗歌謡を紹介する。当該地域の先行研究については別稿を

参照していただきたい［八木 2015］。

紙数の関係から、婚姻儀礼の詳しい過程や儀礼の分析そのものについては、別稿［八木 1991］を

参照していただき、ここでは、代表的な女性の儀礼を紹介するにとどめたい。また、本論で紹介する

民俗歌謡は、ボージプリー語のデーヴァナーガリー表記及びそのアルファベット、日本語訳という形

で事例を掲載する。なお、本報告は、文部科学省の科学研究費基盤研究 C「北インド、ボージプリー

文化圏の民謡に関するジェンダー分析」（課題番号17K02032）の助成を受けており、本報告は、そ

の成果報告の一部である。

. 婚姻儀礼の概要

ヒンドゥー社会では、花嫁の父親は、娘が初潮を迎える前に結婚をさせるのが理想とされているが、

1980年代頃は、花嫁が15～16歳頃、花婿が18～19歳頃に婚姻がおこなわれていた。2020年現在で

は、とくに女性の教育レベルが上昇するとともに、婚姻年齢もあがり、農村部においても、花嫁は
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18歳以上の結婚がふつうになっている。婚姻儀礼は 3 段階あり、いずれも花嫁の家でおこなわれ

る。まず、シャーディー（ ÁS šadšƒ）という実質的に結婚が成立する儀礼がおこなわれ、1 週間つづく。

シャーディー儀礼は、2 月から 5 月にかけておこなわれるが、一番暑く農閑期にあたる 5 月頃におこ

なわれることが多い。ついで、その 1～2 年後に、ゴウナー（Gaun ša）がおこなわれ、花嫁が花婿の

家に 3 日間だけ滞在し、実家に戻る。いわば顔見せ的なもので、だいたい 2～3 月におこなわれるこ

とが多い。さらに、半年から 1 年後、ド－ゲー（Doge）がおこなわれ、花嫁と花婿が結婚生活を始

める。2～3 月、10月～11月におこなわれることが多い。

ここでは、もっとも主要な儀礼であるシャーディーをとりあげる。これらの様々な儀礼ごとに、婚

姻儀礼の民俗歌謡（Viv šah K ša Gšƒt）が、主に既婚女性たちによってうたわれる。1 日目～6 日目は、

花嫁、花婿双方の家で儀礼がおこなわれるが、この期間のほとんどで、既婚女性が儀礼の担い手とな

る。7 日目～8 日目は、花嫁の家で儀礼がおこなわれ、花婿、花婿側の男性親族、村の男性、子ども

たちの花婿行列（baratašƒ）が花嫁の家に向かう。花婿側の女性は、花嫁の家に行かない。8 日目に花

婿一行が自分の村に戻る。花嫁側は、7 日目、8 日目の儀礼の費用を負担し、数百人分の食事、娯楽

（映画、ヒジュラによる踊り）を用意する。

. 日目の民俗歌謡

ここから、実際に、サンギータという女性のシャーディー儀礼のさいに、うたわれた民俗歌謡を具

体的に紹介していきたい。サンギータのシャーディー儀礼は2018年 2 月11日から19日にかけて、彼

女の実家でおこなわれた。ヒンドゥー暦では、ファグン月にあたり、婚姻儀礼の多い季節である。サ

ンギータは高卒の21歳で、3 つ年上で自営業の花婿、スシル・クマールと結婚した。1 日目には、ウ

ルド・チャーワル・チャーンナーという儀礼がおこなわれたが、その前後にうたわれた民俗歌謡も含

めて、紹介する。

 花婿側の男性にダヒーを食べさせるときの民俗歌謡

まず、事例 1～3 は、花婿側の男性 2 人が、13時頃に、花嫁サンギータの家にお祝いの品をもって

きたときにうたわれた歌である。花婿側の男性 2 人が吉兆とされるダヒー（ヨーグルト）を食べる

ときに、花嫁の義理の姉にあたる女性たちがうたった。たびたび歌詞に登場するナウは、ボージプリ

ー語で床屋カーストのことで、婚姻の仲介役を務めたり、事例 1 のように、吉兆なハルディ（ター

メック）を届けて、結婚を知らせる役目をするなど、婚姻儀礼とは関わりが深い。事例 2 や事例 3

は、ガーリー（g šalšƒ）と呼ばれる花婿側の男性を嘲る歌であり、婚姻儀礼のなかでも、花嫁側の女性

たちによってうたわれた。ガーリーについては、別稿［八木 1992, 2008］を参照していただきたい。

（事例 1）
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šae áshubh ke re nauv ša nauv ša p šap ša je prem se bait.hae jšƒ

l šae áshubh ke re haradiy ša haradiy ša mammšƒ se hr.daya lag šae jšƒ

šae áshubh ke re nauv ša ch šach ša je prem se bait.h šae jšƒ

l šae áshubh ke sendurav ša ch šachšƒ je hr.daya lag šae jšƒ

šae áshubh ke re nauv ša bhaiy ša jšƒ prem bait.h šae jšƒ

l šae áshubh ke sop šaršƒ bh šabhšƒ jšƒ hr.daya l šag šae jšƒ

めでたい（ ÁShubh、吉）ので、ナウ（床屋）が来ました。（女の子の）パパが愛をもってすわりまし

た。

（ナウが）めでたいので、ハルディ（ターメリック）をもってきました。（女の子の）マミィ（母親）

が心から（受け取りました）。

めでたい（ ÁShubh、吉）ので、ナウ（床屋）が来ました。（女の子の）チャチャ（父方の叔父）が愛

をもってすわりました。

（ナウが）めでたいので、シンドゥールをもってきました。（女の子の）チャチィ（父方の叔母）が心

から（受け取りました）。

めでたい（ ÁShubh、吉）ので、ナウ（床屋）が来ました。（女の子の）バイヤー（兄弟）が愛をもっ

てすわりました。

（ナウが）めでたいので、ソパリ（パーンに入れる）をもってきました。（女の子の）バビー（兄弟の

嫁）が心から（受け取りました）。

（事例 2）

jhauv ša jhauv ša mati kara nauv ša

tore bahinšƒ ke laigai sip šarapattšƒ kai nauv ša jhauv ša ham debai

dhaniy ša dhaniy ša mati kar ša nauv ša s šare

tore bahinšƒ kai laigayal sip šarpat.t. šƒ kai baniy ša dhaniy ša ham debai
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dhobšƒ dhobšƒ mat.i kar ša nauv ša s šare

tohare bu ša ke laigayal sip šarpat.t. šƒ kai dhobšƒ dhobšƒ ham debai

いつもジャウア、ジャウア（ケンカ）しないでください、ナウ（床屋）よ。

あなたのバヒニー（妹）を連れて行きます、シパルパッティ村のナウと一緒に。私はジャウアをあげ

ます。

いつもダニヤ、ダニヤ（コリアンダー）と言わないでください、ナウ、サーレ（妻の兄弟、嘲りの言

葉）よ。

あなたのバヒニー（妹）を連れて行きます、シパルパッティ村のバニア（商人）と一緒に。私はダニ

ヤをあげます。

いつもドービー、ドービー（洗濯屋）と言わないでください、ナウ、サーレ（妻の兄弟、嘲りの言葉）

よ。

あなたのブーア（父の妹）を連れて行きます、シパルパッティ村のドービーと一緒に。私は（別の）

ドービーをあげます。

（事例 3）

dahšƒ kh šayal ša nauv ša s šare ásubha kai ghad. šƒ dahšƒ kh šayal ša

dahšƒ je dharai kat.oršƒ me toharšƒ bahinšƒ mar šavai khoršƒ me dahšƒ kh šayal ša

dahšƒ kh šayal ša nauv ša s šare ásubha kai ghad. šƒ dahšƒ kh šayal ša

sun ša nauv ša je b šat.ai samadhšƒ ke dšƒh ša samujn šaya jšƒ

thod.ai baratiy ša je le aihai ran.d. šƒ kai k šam ih ša n šahãƒn jšƒ

ダヒー（ヨーグルト）を食べてください、ナウ、サーレ（妻の兄弟、嘲りの言葉）よ。めでたい

（ ÁShubh、吉）時間です。ダヒーを食べなさい。

ダヒーがあります、カトリ（小皿）に。あなたのバヒニー（妹）がセックスしています、家の間の小

道で。ダヒーを食べなさい。

ダヒー（ヨーグルト）を食べてください、ナウ、サーレ（妻の兄弟、嘲りの言葉）よ。めでたい

（ ÁShubh、吉）時間です。ダヒーを食べなさい。

きいて、ナウよ。サマディー（花婿の父）のところに行って伝えてください。

少しのバラティ（花婿行列）を連れてきてください、ランディー（セクシュアルな踊り子）の仕事は
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ここにはないです。

 ウルド・チャーワル・チャーンナーの儀礼のさいにうたわれる民俗歌謡

ウルド・チャーワル・チャーンナーは、吉兆とされるウルド豆と米を、箕（ふるい）で、振り分け

るもので、婚姻儀礼において、良いものだけが残るようにいう意味でおこなわれる。そのさいに、事

例 4～事例 8 の民謡を花嫁の女性親族、近所の女性たちがうたった。事例 4 は、ドゥルガー女神への

信仰をうたっているが、婚姻儀礼のおこなわれるファグン月は、シヴァラートリーというシヴァ神の

誕生日を祝う祭りもおこなわれるため、シヴァ神妃であるドゥルガー神に関わる民謡も多くうたわれ

る。事例 6 は、婚姻儀礼で、たびたびうたわれる非常にめでたい歌である。パンディット（司祭）、

コイリー（油売りカースト）など、婚姻に関わる様々なカーストとその仕事がうたわれている。

（事例 4）

m šat ša lahar lahar karai p šat tau nibišƒy ša soh šavan

maiy ša s šat hšƒ ped. chameliy ša lavangiy ša kai dariy ša

maiy ša vahšƒ t.are palang n šavai sato re bahinšƒ pavad.ai

kethu ša kai b šat. šƒ palang kethu ša ke ršƒ palang bin šavali tau dariy ša bich šavai

maiy ša kethu ša kai badhav ša bin šavali nidariy ša bhal šavai

nšƒbiy ša ke k šat.h kašƒ palang b šat.ai ho l šagal vanachan ho

devšƒm šat ša ph šulav ša ke badhav ša bin šavali nidariy ša bhal šavai

maiy ša jaldšƒ se tuh šu chali šav ša devšƒmaiy ša paur.hainšƒ ho

bhaiy ša char.hšƒ pauv ša ph šulv ša chhitar šav ša durg ša ho maiy ša paur.hai ho

nagar nagar kai sonar ša char.hi šav ša ho
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bhaiy ša char.hi pauv ša ghughuru lag šav ša akotari maiy ša paur.hai ho

nagar nagar kai maliy ša ho char.hi šav ša na ho

bhaiy ša ch šaro kone ph šulav ša chhitar šav ša s šato ho bahinšƒ paur.hai ho

マーター（ドゥルガー女神）が風に揺れています、美しいニーム（インドセンダン）の葉のうえで。

マイヤー（ドゥルガー女神）が 7 本のチャメリーの木、そしてラワング（クローブ）の小枝に（揺

れています）。

マイヤーよ、その木の下にベッドを置いています、7 人の姉妹（の女神）が眠っています。

どんなものでつくっていますか、どんなもので編んでいますか、ダリー（敷物）をしいてください。

マイヤーよ、どんなロープでつくっていますか、とても良く眠れます。

ニームの枝でつくったベッドです。ワナチャン（チャールパーイーというベッドの足元の網目の少な

い部分）をつくっています。

デヴィー・マーターよ、花でバドワナー（チャールパーイーの網目の多くの部分）をつくっています。

とてもよく眠れます。

マイヤーよ、すぐに、あなたは来てください。マイヤーが眠ります。

バイヤー（兄弟）よ、（マーターの）足を（ベッドに）あげてください、ドゥルガーよ、花を散らし

て広げてください。マイヤーが眠ります。

ナガル（都市）のソナール（金細工師）が来てください。

バイヤーよ、（マーターの）足にグッグル（足首の飾り）をつけてください、アコタリーマイヤー

（ドゥルガー女神）が眠ります。

ナガル（都市）のマリアー（花屋）よ、来てください、バイヤーよ、4 つのコーナーの花を散らして

広げてください。7 人のバヒニー（姉妹）が眠ります。

（事例 5）

goršƒ kh šar. šƒ jamunav ša ke tšƒre ta kevat. puk šarai ho

kevat ša h šalšƒ bege naiy ša lei awat ša paraw ša au šar ša na ho

maiy ša k šav deb šu parav ša utar šašƒ tau parav ša ut šarab

kevat. ša duare bahuav ša lei šay ša parav ša ut šar ša

maiy ša anguršƒ me sohaile munariy ša gale bhšƒche harav ša na ho
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ゴーリー（肌の白いきれいな女性）が立っています、ジャムナ川の堤に。

ケーワット（ボートマン）を呼んでいます。

ケーワットよ、急いで、ボートを持ってきてください、反対側に降ります。

マイヤー（お母さん）よ、何を与えますか、反対側へ渡す料金として。そしたら、反対側に連れて行

きます。

ケーワットよ、ドアレ（入口）に、バフアワー（花嫁）を連れてきてください、そしたら、反対側に

降ります。

マイヤーよ、指に美しい指輪、首に金の首輪（を与えます）。

（事例 6）
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are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

pahil ša sagunav ša e sagunšƒ pand. it lag ša j šay

pand. it ke pothiy ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

d šusar ša sagunav ša e sagunšƒ koiršƒ ghar ša j šay

koiršƒ harad. iy ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

tšƒsar ša sagunav ša e sagunšƒ bajajav ša ghar ša j šay

bajajav ša ke sar.iy ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

chaut.h ša sagunav ša e sagunšƒ maliy ša ghar ša j šay

maliy ša maurav ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

p šanchav šan sagunav ša e sagunšƒ dharikarav ša ghar ša j šay

dharikarav ša d. šalauv ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

chhat.hav ša sagunav ša e sagunšƒ lohar ša ghar ša j šay

lohar ša pir.auv ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

satav ša sagunav ša e sagunšƒ sonar ša ghar ša j šay

sonar ša gahanav ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

at.hav šan sagunav ša e sagunšƒ ahir ša ghar ša j šay

ahir ša dahiy ša e sagunšƒ hoihai viv šah

are are sagunšƒ sagunav ša lihale j šay

navav šam. sagunav ša e sagunšƒ pat.aharav ša ghar ša j šay

pat.aharav ša singhorav ša e sagunšƒ hoihai viv šah

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

最初に、サグナワーにサグニが、パンディットのところにいってください。

パンディットのパットラ（経文）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

2 番目に、サグナワーにサグニが、コイリー（油売りカースト）の家に行ってください。

コイリーがターメリックを植えています、結婚ができます。
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アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

3 番目に、サグナワーにサグニが、バジャナワー（布を売る人）の家に行ってください。

バジャナワーのサリーで、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

4 番目に、サグナワーにサグニが、マリアー（花屋カースト）の家に行ってください。

マリアーのマウリヤー（王冠）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

5番目に、サグナワーにサグニが、ダリー・カラワー（籠をつくるカースト）の家に行ってください。

ダリー・カラワーのダラウワー（花嫁に贈物を入れる籠）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

6 番目に、サグナワーにサグニが、ロハール（鍛冶屋カースト）の家に行ってください。

ロハールのピラウワー（花婿と花嫁が座る板）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

7 番目に、サグナワーにサグニが、ソナール（金細工師カースト）の家に行ってください。

ソナールのガハナー（花婿から花嫁に贈る飾り物）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

8 番目に、サグナワーにサグニが、ヤーダブ（牛飼いカースト）の家に行ってください。

ヤーダブのダヒー（ヨーグルト）で、サグニ、結婚ができます。

アレ、アレ、サグニ（吉なること）、サグナワー（吉なる時間）をもっていってください。

9 番目に、サグナワーにサグニが、パタハラワー（ジャイトゥア祭の紐売りカースト）の家に行って

ください。

パタハラワーのシンドゥール（結婚の印の赤い粉）で、サグニ、結婚ができます。

（事例 7）

p šurab ho de áshav ša se šaval ša vabhanav ša ho hathav ša haradiy ša keršƒ g šant.ha

bait.h ša bait.h ša babhan ša ho chandan pir.hauv ša ho kah ša naiharav ša ku ásal šat
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tohare naiharav ša e bet. šƒ sab ku ásalati y ša ho tuhare je bhaiy ša kai viv šah

pajare je bait.hanšƒ s šasu bar.hatin sun ša s šasu araj ham šar

ab kšƒn ša s šas šu ho hamai ek sar.iy ša ho bhaiy ša nev šatav ša ham j šab

bhaiy ša ke angane chandan r šup p šer.av ša ho achan bichhan bhainšƒ d. šari

at.akali d. aniy ša phat.aile bhinasarav ša ho s šas šu javabav ša kes deya

k šahe bet. šƒ urujhuru k šahe bet. šƒ man gamgšƒn

apane mai bet. šƒ ke es kai savaravo ho jaise gavanav ša donge j šay

東の国の方から来ています、パンディットが。手に 1 つのハルディ（ターメリック）をもって。

すわって、すわって、パンディットよ、チャンダン（ビャクダン）の根元に。言ってください、ナイ

ハル（実家）はどうですか。

あなたのナイハルは、ベーティ（娘）よ、すべて大丈夫です。あなたの兄弟の結婚があります。

そばにすわって、年配のサースー（姑）よ、聞いてください、姑よ、私の願いを。

今、言います、姑よ。私に 1 つのサリーを（ください）、バイヤー（兄弟）のネオタに、私は行きま

す。

バイヤーのアンガン（中庭）に、チャンダンの木、あっちこっちに枝が伸びています。

重なった枝が折れました、早朝に、姑よ、答えを何かください。

ベーティ（娘）よ、なぜ、沈んだ顔なのですか、なぜ、心から悲しいのですか。

自分のベーティのように着飾りなさい、ゴウナー、ドーゲーに行きなさい。

（事例 8）

R šam Lakhan dono ghar se nikar nai chali gainai apane sasur šar

chalat chalat pahunche g šam. v ša ke goyar.av ša ho

šapas me kainai bich šar ásubha kai senhurav ša tau ghar hšƒ bhulailšƒ Sšƒt ša viyahi ke se j šay

R šam Lakhan dono ghorav ša sajavanai chali gainai apane sasur šar

chalat chalat pahunche g šam. v ša ke goyar.av ša ho

šapas me kainai bich šar ásubha kai chunariy ša bhaiy ša gharahšƒ bhulainšƒ Sšƒt. ša viyahi kai se j šay

R šam Lakhan dono ghorav ša sajavanai chali gainai apane sasur šar



――――

ラーム、ラチマン、2 人とも家からでました。行きました、自分のサスラール（相手の家）に。

歩いて、歩いて着きました、村の近くに。

2 人とも考えました、めでたいシンドゥールを家に忘れてきました。

シーターはどのように結婚するのでしょうか。

ラーム、ラチマン、2 人とも飾りをつけた馬で行きました、自分のサスラールに。

歩いて、歩いて着きました、村の近くに。

2 人とも考えました、めでたいサリーを家に忘れてきました。バイヤー（兄弟）よ。

シーターはどのように結婚するのでしょうか。

ラーム、ラチマン、2 人とも飾りをつけた馬で行きました、自分のサスラールに。

歩いて、歩いて着きました、村の近くに。

 ウルド・チャーワル・チャンナー儀礼終了後、作業をするときにうたわれた民俗歌謡

事例 9 は、花嫁側の親族女性が、家屋のなかで、吉兆とされるウルド豆を臼でひくときにうたっ

た歌である。事例10は、マンダップと呼ばれる結婚式場に据え付ける炉をつくるために、泥藁を混

ぜるときに女性たちがうたった歌である。いずれも、花嫁の親族や近所の女性など、その場に参加し

ている女性の名前を即興で入れてうたっている。チナロは、ブラブラ遊んでいる女性をさし、からか

いを含んだ歌である。ちなみに、事例 9 には、私の名前も入っている。

（事例 9）

charar charar karai chakiy ša tau urud chhuv šavai

Bechan chhinaro gotinšƒ bol šavai tau urud chhuv šavai

Kanhcan chhinaro gotinšƒ bol šavai tau urud chhuv šavai

Ph šulmatšƒ chhinaro gotinšƒ bol šavai tau urud chhuv šavai

Ind šu chhinaro gotini bol šavai tau urud chhuv šavai

are Y šuko chhinaro gotinšƒ bol šavai tau urud chhuv šavai

チャラル、チャラルと臼をまわします、ウルド豆をひきます。

ベチャン（花嫁の父の兄弟の妻、シーターラームの母）チナロが、近所の女性を呼びます。

ウルド豆をひきます。
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カンチャン（花嫁の甥の妻、ジャヤラームの妻）チナロが、近所の女性を呼びます。

ウルド豆をひきます。

フールマティー（花嫁の兄の妻、オキールのマミィ、叔母）チナロが、近所の女性を呼びます。

ウルド豆をひきます。

インドゥー（隣の家の女性）チナロが、近所の女性を呼びます。

ウルド豆をひきます。

アレ、ユーコ（私）チナロが、近所の女性を呼びます。

ウルド豆をひきます。

（事例10）

ke more gotinšƒ bol šavai tau mat.iy ša chhuv šavai tau chulhiy ša d.ar šavai

are Ind šu chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša d. ar šavai

M šadhuršƒ chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša chhiv šavai

Kiran chhinaro gotinšƒ bol šavai tau mat.iy ša chhiv šavai

Kanchan chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša d.ar šavai

Su ásšƒl ša chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša d.ar šavai

Urmil ša chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša d. ar šavai

Bechan chhinaro gotinšƒ bol šavai tau chulhiy ša d. ar šavai

誰が私の近所の女性を呼びますか、泥をさわって、炉をつくります

アレ、インドゥー（隣の家の女性）チナロが呼んでいます、炉をつくります。

マードゥリー（花嫁の甥の妻、マンの妻）チナロが近所の女性を呼んでいます、炉をさわります。

キラン（隣の家の女性）チナロが近所の女性を呼んでいます、泥をさわります。

カンチャン（花嫁の甥の妻、ジャヤラームの妻）チナロが近所の女性を呼んでいます、炉をつくりま

す。

スシーラー（花嫁の甥の妻の姉妹、マードゥリーの姉妹）チナロが近所の女性を呼んでいます、炉を

つくります。
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ウルミラー（花嫁の甥の妻、ラディシャームの妻）チナロが近所の女性を呼んでいます、炉をつくり

ます。

ベチャン（花嫁の父の兄弟の妻、シーターラームの母）チナロが呼んでいます、炉をつくります。

本稿では、シャーディーの 1 日目の儀礼について民俗歌謡を紹介したが、今後は、4 日目以降の儀

礼や、婚姻儀礼の期間に、毎晩、女性たちによってうたわれた民俗歌謡を紹介したい。
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〈参考資料〉

（写真 1～3）右側にすわっている花婿側の男性 2 人に、ダヒーを食べさせている間に〈写真 1〉、家の中で花嫁

の親族の女性たちが、事例 1～3 の歌をうたった〈写真 2〉。

〈写真 1〉 〈写真 2〉

（写真 3～6）ウルド・チャーワル・チャーンナー儀礼で、ウルド豆を箕で振り分ける近所の女性たちと、髪の

分け目に既婚女性の印である赤い粉を参加した女性たちに塗る花嫁の義理の姉〈写真 3〉、コメを箕で振り分ける

近所の女性たち〈写真 4〉。事例 4～8 の歌をうたう女性たち〈写真 5〉、村中から女性たちが集まって儀礼をおこ

なっている様子〈写真 6〉。

〈写真 3〉 〈写真 4〉

〈写真 5〉 〈写真 6〉
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（写真 7～8）結婚式場に設置する炉をつくるために、花嫁の親族の女性たちが泥藁を混ぜ〈写真 7〉、炉の形を

つくるときに〈写真 8〉、事例 9～10の歌を女性たちがうたう。

〈写真 7〉 〈写真 8〉


